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国民精神総動員の碑　
　野田町の山ノ神公民館にある碑は国民精神総動員
の碑と言い、コンクリート製で高さは96㎝あり、幟

のぼり
立て

のような姿をしています。
　国民精神総動員は、昭和12年（1937年）7月７日に
始まった日中戦争の長期化に伴い、政府が国民を戦
争協力体制に組み込むために起こした活動です。同
年8月24日には、「国民精神総動員実施要綱」が閣議
決定され、「挙

きょこくいっち
国一致、尽

じんちゅうほうこく
忠報国、堅

けんにんじきゅう
忍持久」をスロー

ガンに掲げ、国民の意識高揚と教化が進められました。
　その後、この動きは昭和13年4月1日発布の国家
総動員法として
発展し「国ノ全力
ヲ最モ有効ニ発
揮セシムル様人
的及物的資源ヲ
統制運用スル」
と法律で規定さ

れ、国民の生活を統制するものとなりました。「ぜいた
くは敵だ」「ほしがりません勝つまでは」といった標語
はこの時代に広く浸透しました。
　碑には、一方に「国民精神総動員」、もう一方に「昭
和十三年一月一日」と刻まれています。渥美半島で
は、石ではなくセメントでつくられたこのような構造物
が多く見られます。その理由は、当時セメント産業が盛
んであったことや、新しい建材として注目されていたこ
とが背景にあると考えられます。
　この碑は、国家総動員法が発布する前の昭和13
年1月1日に年の始まりに合わせて建てられました。ま
さにこの田原にも教化が深く及んでいたことを示して
います。当時の啓発用のチラシなどは展覧会などでよ
く見かけますが、このような構造物は珍しく貴重です。
　取材した日は、周辺に桜が咲き誇っていました。穏や
かな風景の中でこの碑を見つめながら、世の中に戦
争がなくなることを心から願いました。
　　　　　　　　　　　　　（学芸員　増山禎之）

『月夜行路』
秋吉理香子/著　講談社

ある夜、バーで出会ったママと忘れ
られない元彼探しの旅に出ることに
なった涼子。無事に出会えるのか、
ページをめくる手が止まりません！

『静かな基隆港　埠頭労働者たちの昼と夜』
魏明毅/著　黒羽夏彦/訳　みすず書房

基隆の男性自殺率が高いと知った心理
カウンセラーの著者は、人類学を学び、
基隆を訪れる。台湾で権威ある金

きんていしょう
鼎獎

受賞作。

◎新しい地域貢献活動（ゆるカツ）がはじまっています！
　市民のみなさんによる新たな地域貢献活動「ゆるカツ」は、無
理なく、楽しく、ゆるく活動することをコンセプトにNPO法人た
はら広場との協働で実施しています。今回新たに、壊れたり、破
れてしまった本の修理を行う「本カツ」と、誰でも自由に使える
オープンな地図O

オ ー プ ン ス ト リ ー ト マ ッ プ

penStreetMapに田原の情報を編集する「地
図カツ」の二つの活動が加わりました。昨年度、２回の講座を受
講された皆さんが活躍中です。
　みなさんも活動に加わりませんか？興味のある方は図書館ま
でお知らせください。

問い合わせ：中央図書館  23-4946 ▲本カツの様子

▲国民精神総動員の碑
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